
 

Ⅰ 

(1) ⽣態系   (2) B，D   (3) B，C   (4) A，C，F 

(5) B，D，F   (6) A，B   (7) C，Ｄ   (8) Ｂ，Ｄ，Ｆ 

 

Ⅱ 

問１  ア １  イ ９  ウ ４  エ ６  オ 14  カ 13  キ ５ 
 Ａ ４  Ｂ ２  Ｃ ３  Ｄ １ 

問２  ３ 
問３  ４ 
問４  75% 

 

Ⅲ 

問１  Ａ 中  Ｂ ２  Ｃ ネフロン  Ｄ バソプレシン 
（Ｃは⽂中に「腎臓の機能単位である」という説明から「ネフロン」のみを正解とした） 

問２  Ｂ，Ｄ 
問３ (1) 図は省略（横軸が 0〜200 までは実線と同じ右上がりの直線で，横軸 200 のところか

ら徐々に下側に離れていき，横軸 250〜600 までは縦軸の値が 300 のＸ軸と平⾏な直線
になるように，ひとつなぎに描けばよい。） 

（2） 7500 mL 

（⾎糖濃度が 200 mg/100 mL のとき，グルコース移動量が 250 mg/分であることより，
１分間に 125 mL の原尿がろ過されたことから，125×60 = 7500 mL） 

問４  (1) 1200 mL 
 (2) 75% 
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Ⅳ 

問１  (1) お   (2) い 
問２  (1) Ａ シュワン細胞   Ｂ ランビエ絞輪   Ｃ 軸索 

 (2) (a) 12 m/s   (b) あ 
 (3) (a) 記号：え 

説明： 細胞内から細胞外へ漏出性カリウムチャネルを通って，カリウムイオン
が流出している。（字数制限内に収まるのであれば，「漏出性」は，「リーク」，「漏
洩性」，「電位⾮依存性」と表記してもよい。） 

    (b) Ａ： え，き   Ｂ： い，く 
問３  (1) い   (2) う 

 

 

【講評】 

⼤問Ⅰ 例年通り，⼩問集合が出題された。多くの問いが該当するものを「すべて選べ」という形
式のため，暗記があいまいだったり，問題⽂を丁寧に確認しなかったりして，得点が伸ばせ
なかった受験⽣も多かっただろう。 

⼤問Ⅱ ショウジョウバエの発⽣に関する知識問題を中⼼に，遺伝の考察問題も⼀題された。知
識，考察ともにほぼすべてが標準レベルであり，選択肢も⽤意されていたため，きっちりと
得点をしておきたい⼤問であった。 

⼤問Ⅲ 腎臓の構造と機能について，知識問題と計算問題がバランスよく出題された。知識は標準
レベルであり，点を落とさず取り切りたい。計算問題は，医学部受験では過去にも出題され
たことのある形式であったが，演習経験の少ない受験⽣には難しく感じるものだった。受験
⽣によって⼤きく差がついた可能性が⾼い。 

⼤問Ⅳ 脳と神経に関する知識と計算，考察が問われた。知識と計算のほとんどは基本的なもので
あったので，ミ確実に得点しておきたい。神経回路を⽤いた考察は⼀つ前の興奮に由来する
抑制性⼊⼒を忘れさえしなければ，あとは丁寧に考えるだけであったが，ミスをしやすいタ
イプの問題だったので点差がついたと思われる。 

 

得点⽬標は７割としたい。 

 


